
3.実践

人と人との関わりを大切にした「人間」の学習
一第2学年「みんなであそぽう(親子編)」の実践を通して一

福　田　秀　範

(1)主題について

人は人との関わりの中で生きている。自分にない人のよさを発見したり,自分のよさに気づいた

りといった,自分がより豊かに成長していくために必要なことは,人とのふれあいの中で知らず知

らずのうちに体験している。この活動では,世代を越えた様々な人々と遊びを通して関わる中で,

一人ひとりの子どもが,自分の思いや考えを表現しようとすることをねらいとしている。遊びには

世代を越えて楽しめる利点がある。また,自分たちでルールをつくって新しい遊びを創造すること

もできる。ルールを伝えたり,話し合う中で,初めての人とでも気楽に交流を図ることも可能であ

る。これらのよさを生かしながら,人との関わりを深めていき,人間関係をより豊かなものにする

ことを期待している。

(2)活動のねらい

1　身近な人と緒に遊ぶ楽しさを味わうことができるようにする。

2　様々な人との関わりの中で,自分の思いや考えを表現することができるようにする。

(3)活動内容と計画(全10時間)

早

おじいちゃん,おばあちゃんと②

(4)活動の概要

ここでは,親子の関わりに焦点を置いた「みんなであそぽう(親子編)」(8/10時間)の概要につ

いて紹介する。

(》　第1時「みんなであそぼう(親子編)」

創立記念日にあたる10月18日(日)に参観授業として実施した。この日までに,1年生といっしょ

に遊ぶ計画を自分たちで立てたり,教育実習の先生に昔の遊びを教えてもらったりする経験をして

きている。今回は自分の身近な存在である親といっしょに遊ぶということで,学級通信を通してど

のような内容なのかを適宜連絡していき,保護者と連携を取りながら計画を立てていった。

初めての試みであったので,まず親には,「親として子どもに伝えたい遊び」を子どもたちに紹介

していただきたいということを投げかけた。子どもたちは「自分たちの知っている遊びでおうちの

人とでも楽しく遊べるもの」という投げかけのもと,各生活班(全8班)ごとに計画を立てた。そ

して幸運なことに,一人の保護者が「外国のゴム跳び」をぜひ教えてみたいと希望された。

こうして,本時は前半「親から子へ」後半「子から親へ」遊びを紹介するという2部構成で行わ

れることとなった。(保護者案内(》参照)
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当日は天候にも恵まれ,保護者の方にも多数参加していた 食りゴこ音己念【ヨ

だき(32名)大変なごやかな雰囲気の中で,運動場いっぱい孟宗　芸豊建芸ユ孟孟志雪芸裏白主星議孟一息妄孟デ

に遊び回る姿があちらこちらで見られた。保謹者の方に紹介芸い委棄「‡梵語詣主.(慧諾工禁禁鵠賢讐味わえ

していただいたゴム跳びでは,試演して下さったお母さんの準備地霊漂蓋曇三買喜買手羊曇彙ゑ王鳥昔ま詣宗が
保複者‥・遅勤のできる鼠監,滋心.幼い喀の遊んだ記位.

高い跳躍力にみんなから歓声が上がり,各班で自分たちも挑活あの洩れ　　鯛朗のシュ~ズ(衝天のみ'

戦する番になると親子がとてもはりきってやっていた。

この授業後に保護者から手紙をいただいたので紹介する。
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す‥㈲…このみんなであそぽうを体験して,思ったことは,子どもが家に帰って「お縫8

薩父さんの子どものころはどんな遊びをしてたの。」といろいろ聞いてきて,伝承遊びが云

腔然になされたこと0クラス全体が明るい芳郎磯しんでいて親子のコミュニケー
iションが深まったこと。他のお子さんと遊びを通して仲良くなれたことなどです。こ

壽の授業は誹常忙しさに追われて青空の下で遊ぶのを忘れていた大人たちに,子ども

持ちが遊ぶ楽しさを思い出させてくれた鞘であったように酎1ました。　黒
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手紙に見られるような,家庭における親子間の関わりが増

えたという報告を多数得ることが出来た。また,保護者同士

の関わりもこの授業を機に増え,休日を利用し家族同士で公

園で遊びの続きを楽しむということもあったようである。

②　第2時「みんなであそぽう(親子編)」

前回の授業では子どもの計画が中心になり,もっと他の保

護者もこんな遊びをどんどん紹介したいという意見で盛り上

がったので,次の授業では「親から子」を重視して遊びの計

画を立てていくことになった。(保護者案内②参照)

予どもは自分たちなりに前回の遊びを振り返り,改善点を

出し合ったり,前回の遊びに満足した班は新しい遊びの計画

を立てたりすることになった。ただし,親子でお互い自分た

ちのやってみたい遊びを出し合い,その時に何をして遊ぶか

は当日,最終決定するという緩やかな計画である。

当日は本校研究会で,たくさんの先生方に見つめられなが

らの授業だったので,保護者の方(40名)も緊張されていた

ようだったが,授業が始まって子どもたちとの遊びが始まる

と,前回にも増して遊びを楽しむ姿が多数見られた。しかも

遠慮がちだった前回の親子の会話が,すでに顔見知りになっ

ている安心感からか,どの子も

自分の保護者のように親しく語

り合っている姿が印象的であっ

た。子どもたちにとっても保謹

者にとっても教師にとっても忘

れられない1日になった。
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<保護者案内(去>
活動の洗れ

子ともたちの題動　　　　　　l　　大人チームの活診

癒ごとに集合・整列する.

ろに整列する.

胎嘘媚姥おえて.さらこ蒼LくLTいく腰
拭えて座か均で.でさば.胞と配ク'ト

フー払って把だく.)

i2漂禁子どもと大人で腑の並びを搾り臥朋の齢の計酎

・事前に子ともたちは,遊びの掛り

退りと計画をしている。ただし.大
人チームの遊びがおもしろそうだと

思えば.そちらを遵択してもよい.

*賠鑓今.悼嚇
1蛙・・-いく最軸Lけいどろ

2璋‥こおりおに.1撮こユ叫とう
3班‥新いろはにこんべいとう

4蛙‥　し鉉おにご.テラおに
5藁・・おlこごっこ

6盟‥いろはにこんべいとう
7妓‥　こおりおに

8窟・、ならぴポール

・子ともたちの綴机反りを陶会　鮒
画のよかった点や改鞍点を親の立場
から伝える。
(鰯時間でで会れば)
諺鰍こ大人グループで話し合い.
子ともたちにおすすわの藩びかあれ
ば　戦機的に訪。
(子どもの激びの尭悪がせばまりて
さているので.幼い頃の記せをたど
って,伝泉遊びや創作古びなど.各
坊で多様な遊びの紹介がで会るよう
に.積機内に関わって頂ければと思
います。)

全局乗合し.班ごとに遊んだ遊びの紹介をする。

自分たちの遊びを.紹介の方法を
工夫して行う。

Y子ともたちの紹介の車で.いっし
ょに遊んだお顔の方からの感想をイ
ンタビューする時間かあるので.楽
しかった点やもっと故事したらいい
点などを自由に予どもに伝える。

4　賓に分かれ.遊びの成魚をしたり.紹介された遊びを自分たちで
試したりして,時間いっぱい並ぶ。

<保護者案内②>
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